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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

５年９月期 21,953 14.3 766 100.4 726 92.4 748 302.7

４年９月期 19,214 － 382 － 377 － 185 －

（注）包括利益 ５年９月期 1,045百万円 （271.7％） ４年９月期 281百万円（－％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
５年９月期 57.56 － 52.1 5.0 3.5
４年９月期 14.30 14.25 12.4 2.7 2.0

（参考）持分法投資損益 ５年９月期 －百万円 ４年９月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
５年９月期 15,445 3,701 10.9 129.01

４年９月期 13,615 2,867 8.8 91.82

（参考）自己資本 ５年９月期 1,678百万円 ４年９月期 1,194百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
５年９月期 2,747 298 △896 4,982
４年９月期 △365 △140 △92 2,831

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

４年９月期 － 0.00 － 20.00 20.00 260 139.9 17.3

５年９月期 － 0.00 － 20.00 20.00 260 34.7 18.1

６年９月期（予想） － 0.00 － 20.00 20.00 40.0

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 23,000 4.8 1,000 30.5 1,000 37.7 600 △19.9 46.12

１．令和５年９月期の連結業績（令和４年10月１日～令和５年９月30日）

（注）１．令和５年９月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在
していないため、記載しておりません。

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい
う。）等を前連結会計年度の期首から適用しており、令和４年９月期に係る各数値については、当該会計基準
等を適用した後の数値となっており、対前期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．令和６年９月期の連結業績予想（令和５年10月１日～令和６年９月30日）

（注）第２四半期（累計）の業績予想は行っておりません。詳細は４ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通
し」をご覧ください。なお、１株当たり当期純利益の予想数値につきましては、令和５年９月期の期末発行済株式数（自
己株式控除後）を使用して算出しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） ５年９月期 13,471,240株 ４年９月期 13,471,240株
②  期末自己株式数 ５年９月期 461,661株 ４年９月期 461,121株
③  期中平均株式数 ５年９月期 13,009,983株 ４年９月期 13,007,064株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

５年９月期 10,674 7.0 △287 － △434 － 262 －

４年９月期 9,978 △0.7 △349 － △324 － △119 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

５年９月期 20.22 －

４年９月期 △9.20 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

５年９月期 12,049 3,031 25.2 233.00

４年９月期 12,132 3,033 25.0 233.16

（参考）自己資本 ５年９月期 3,031百万円 ４年９月期 3,033百万円

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
１．令和５年９月期の個別業績（令和４年10月１日～令和５年９月30日）

（注）潜在株式調整後１当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症対策の緩和により経済活動の正常化が進展

したことに加え、水際対策緩和によるインバウンド需要の回復を背景に景気は緩やかな回復基調で推移しました。

一方で、海外情勢に起因する資源価格の高騰や為替変動による物価上昇が懸念されており先行き不透明な状況が続

いております。GDP伸び率は、令和５年４月～６月に前年同月比1.2％増となりました。消費者物価指数（生鮮食品

除く）は、前年同月比2.8％～4.2％の間で推移しております。

　このような状況の下、当連結会計年度においては、経済活動の正常化が進展する中で企業活動全体が活発となっ

たことに加え、飲食業や宿泊業においても設備投資や広告需要が増加いたしました。

　これらの結果、売上高21,953百万円（前年同期比14.3％増）、営業利益766百万円（前年同期比100.4％増）、経

常利益726百万円（前年同期比92.4％増）となり、親会社株主に帰属する当期純利益748百万円（前年同期比

302.7％増）となりました。

　当連結会計年度における報告セグメントの概況は次のとおりであります。

　なお、当連結会計年度より、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、比較・分析は変更

後のセグメント区分に基づき記載しております。また、従来の「ネクシィーズ・ゼロ事業」の名称を「エンベデッ

ド・ファイナンス事業」に変更しております。この変更はセグメントの名称変更のみであり、セグメント情報に与

える影響はありません。

［エンベデッド・ファイナンス事業］

　エンベデッド・ファイナンス事業では、設置工事費用を含めた初期投資オールゼロで、顧客に 新の省エネルギ

ー設備等を導入できる「ネクシィーズ・ゼロ」の提供、利用者獲得業務及び省エネルギー設備等の販売を行ってお

ります。

　当連結会計年度においては、新型コロナウイルス感染症対策緩和と省エネルギー設備への需要の高まりから、主

力の業務用LED照明や空調、冷蔵庫を中心に各種商材の受注が好調に推移いたしました。金融機関や各種団体との

連携を強化した結果、紹介による受注が増加しました。これにより、今までアプローチできなかった新規顧客の開

拓や契約単価の向上、営業の効率化が進みました。

　これらの結果、エンベデッド・ファイナンス事業は、売上高17,413百万円（前年同期比28.4％増）、セグメント

利益1,093百万円（前年同期比9.8％増）となりました。

［電子メディア事業］

　電子メディア事業では、企業プロモーション支援を目的として、インターネットを主とした各種サービスを提供

しております。

　当連結会計年度においては、令和４年10月より開始したタレントを起用した企業プロモーション支援プロジェク

ト「アクセルジャパン」が事業開始初年度から多くの企業に導入され業績拡大を牽引してまいりました。また、電

子雑誌業務においては、観光や外食需要回復を背景に、主力電子雑誌「旅色」の地方自治体及び企業からの広告掲

載売上が増加いたしました。ECサポートサービス等を行うソリューション業務においては、業務効率化を進めたこ

とにより営業利益が改善いたしました。

　これらの結果、電子メディア事業は、売上高4,529百万円（前年同期比36.9％増）、セグメント利益578百万円

（前年同期比172.1％増）となりました。

［その他事業］

　その他事業では、電力小売「ネクシィーズ電力」の提供を行っております。

　当連結会計年度においては、前連結会計年度より開始した他社への顧客移管を終え、事業の整理が一巡いたしま

した。

　これらの結果、その他事業は、売上高28百万円（前年同期比98.8％減）、セグメント損失39百万円（前年同期は

セグメント損失22百万円）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度末の総資産は15,445百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,829百万円の増加となりまし

た。

①　資産の状況

（流動資産）

　流動資産は11,142百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,567百万円の増加となりました。これは主に、リ

ース債権が335百万円、未収入金が244百万円減少した一方で、現金及び預金が2,150百万円、受取手形及び売掛金

が465百万円増加したことによるものであります。

（固定資産）

　固定資産は4,303百万円となり、前連結会計年度末に比べて261百万円の増加となりました。これは主に、敷金及

び保証金が57百万円、減価償却により建物が27百万円減少した一方で、繰延税金資産が236百万円、投資有価証券

が90百万円増加したことによるものであります。

②　負債の状況

（流動負債）

　流動負債は9,469百万円となり、前連結会計年度末に比べて695百万円の増加となりました。これは主に、短期借

入金が500百万円、１年内返済予定の長期借入金が404百万円減少した一方で、解約調整引当金が505百万円、未払

消費税が392百万円、賞与引当金が333百万円、未払法人税等が228百万円増加したことによるものであります。

（固定負債）

　固定負債は2,274百万円となり、前連結会計年度末に比べて299百万円の増加となりました。これは主に、返済に

より長期借入金（１年内返済予定を除く）が255百万円増加したことによるものであります。

③　純資産の状況

　当連結会計年度末の純資産合計は3,701百万円となり、前連結会計年度末に比べて834百万円の増加となりまし

た。主な内訳は、非支配株主持分が350百万円、利益剰余金が488百万円増加したことによるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下、「資金」）の期末残高は4,982百万円となり、前連結会計

年度末残高2,831百万円と比べて2,150百万円の増加となりました。当連結会計年度における各キャッシュ・フロー

の状況とそれらの増減要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は2,747百万円（前年同期は365百万円の支出）となりました。これは主に、調整項

目として投資有価証券売却益462百万円、売上債権の増加額465百万円があった一方で、税金等調整前当期純利益

1,188百万円、貸倒引当金の増加額659百万円、解約調整引当金の増加額505百万円、未払消費税等の増加額579百万

円があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は298百万円（前年同期は140百万円の支出）となりました。これは主に、投資有価

証券の取得による支出96百万円、有形固定資産の取得による支出50百万円があった一方で、投資有価証券の売却に

よる収入466百万円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は896百万円（前年同期は92百万円の支出）となりました。これは主に、長期借入

れによる収入2,230百万円があった一方で、長期借入金の返済による支出2,378百万円、短期借入金の純減額500百

万円、配当金の支払額262百万円があったことによるものであります。
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（４）今後の見通し

　次期の見通しにつきましては、以下のとおりです。

［エンベデッド・ファイナンス事業］

　エンベデッド・ファイナンス事業においては、設備投資需要が底堅く、業務用LED照明、冷蔵庫、空調等の設備

投資案件が引き続き増加していくものと予想されます。地域金融機関や各種団体による紹介割合が増加しており、

新規営業の割合が減少することで、効率的な営業活動が行えております。同事業では、主要拠点11か所、その他19

か所の営業拠点を設けており、採用活動を強化することで営業人員を更に増員してまいります。

［電子メディア事業］

　プロモーション支援業務につきましては、タレントを起用した企業プロモーション支援プロジェクト「アクセル

ジャパン」において、更なる販路開拓による新規契約企業数の拡大と顧客満足度向上による契約更新数の増加を図

ってまいります。

　電子雑誌業務につきましては、主力電子雑誌「旅色」において、全国規模の営業体制により地方自治体及び周辺

施設への提案を強化することで、広告売上の増加を見込んでおります。

　ソリューション業務については、主力サービスである「ECサポートサービス」等の新規契約数増加や１社あたり

の取引規模拡大を図ってまいります。

［その他事業］

　その他事業につきましては、電力小売「ネクシィーズ電力」の電力供給業務を外部企業に移管して当社は取次の

みを行う事業モデルへ転換しております。移管が完了して約１年が経過し、今後は小康状態に落ち着く見込みで

す。

　上記各事業の前提に基づき、主要事業であるエンベデッド・ファイナンス事業、電子メディア事業がそれぞれ伸

長することで、令和５年９月期に特別利益を計上した反動はあるものの、全体として増収増益基調となることを見

込んでおります。

令和６年９月期 通期連結業績見通し （令和５年10月１日～令和６年９月30日）

　売上高 　23,000百万円

　営業利益　1,000百万円

　経常利益　1,000百万円

　親会社株主に帰属する当期純利益　600百万円

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、会計基準につきましては日

本基準を適用しております。なお、IFRS（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の情勢を考慮の上、

適切に対応していく方針であります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(令和４年９月30日)

当連結会計年度
(令和５年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,831 4,982

受取手形及び売掛金 2,055 2,520

リース債権 3,508 3,172

商品 659 617

未収入金 679 434

前払費用 270 299

その他 581 368

貸倒引当金 △1,011 △1,253

流動資産合計 9,574 11,142

固定資産

有形固定資産

建物 1,329 1,337

減価償却累計額 △325 △360

建物（純額） 1,004 976

工具、器具及び備品 888 914

減価償却累計額 △793 △817

工具、器具及び備品（純額） 94 97

その他 42 35

減価償却累計額 △35 △32

その他（純額） 7 2

有形固定資産合計 1,106 1,077

無形固定資産

のれん 0 0

ソフトウエア 68 98

無形固定資産合計 68 98

投資その他の資産

投資有価証券 937 1,027

敷金及び保証金 703 645

破産更生債権等 748 1,140

繰延税金資産 688 924

その他 545 563

貸倒引当金 △755 △1,173

投資その他の資産合計 2,866 3,127

固定資産合計 4,041 4,303

資産合計 13,615 15,445

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(令和４年９月30日)

当連結会計年度
(令和５年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,839 1,825

短期借入金 2,200 1,700

１年内返済予定の長期借入金 2,040 1,636

未払金 609 738

未払法人税等 51 280

契約負債 217 217

リース債務 179 145

解約調整引当金 1,048 1,554

賞与引当金 － 333

その他 587 1,037

流動負債合計 8,774 9,469

固定負債

長期借入金 1,673 1,928

その他 300 345

固定負債合計 1,974 2,274

負債合計 10,748 11,743

純資産の部

株主資本

資本金 1,210 100

資本剰余金 20 1,130

利益剰余金 667 1,155

自己株式 △898 △898

株主資本合計 999 1,487

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 193 188

為替換算調整勘定 2 2

その他の包括利益累計額合計 195 190

非支配株主持分 1,672 2,023

純資産合計 2,867 3,701

負債純資産合計 13,615 15,445
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　令和３年10月１日

　至　令和４年９月30日)

 当連結会計年度
(自　令和４年10月１日

　至　令和５年９月30日)

売上高 19,214 21,953

売上原価 10,324 10,447

売上総利益 8,889 11,505

販売費及び一般管理費 8,506 10,739

営業利益 382 766

営業外収益

受取手数料 3 23

受取事務手数料 10 －

その他 24 21

営業外収益合計 38 44

営業外費用

支払利息 29 28

投資事業組合運用損 － 9

貸倒引当金繰入額 － 33

支払手数料 7 0

寄付金 2 10

その他 4 2

営業外費用合計 43 84

経常利益 377 726

特別利益

投資有価証券売却益 99 462

新株予約権戻入益 5 －

特別利益合計 105 462

特別損失

減損損失 14 －

投資有価証券評価損 0 0

特別損失合計 14 0

税金等調整前当期純利益 468 1,188

法人税、住民税及び事業税 78 425

法人税等還付税額 － △127

法人税等調整額 112 △159

法人税等合計 191 138

当期純利益 277 1,049

非支配株主に帰属する当期純利益 91 300

親会社株主に帰属する当期純利益 185 748

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

- 7 -

株式会社ネクシィーズグループ（4346）　令和５年９月期　決算短信



（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　令和３年10月１日

　至　令和４年９月30日)

 当連結会計年度
(自　令和４年10月１日

　至　令和５年９月30日)

当期純利益 277 1,049

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1 △4

為替換算調整勘定 2 0

その他の包括利益合計 4 △4

包括利益 281 1,045

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 188 744

非支配株主に係る包括利益 92 300

（連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,198 9 1,302 △899 1,611

会計方針の変更による累積的影
響額

△561 △561

会計方針の変更を反映した当期首
残高

1,198 9 740 △899 1,049

当期変動額

新株の発行（新株予約権の行
使）

11 11 23

剰余金の配当 △259 △259

親会社株主に帰属する当期純利
益

185 185

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 △0 0 0

非支配株主との取引に係る親会
社の持分変動

△0 △0

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

当期変動額合計 11 11 △73 0 △50

当期末残高 1,210 20 667 △898 999

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘
定

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 191 1 192 6 2,168 3,978

会計方針の変更による累積的影
響額

△588 △1,150

会計方針の変更を反映した当期首
残高

191 1 192 6 1,580 2,828

当期変動額

新株の発行（新株予約権の行
使）

23

剰余金の配当 △259

親会社株主に帰属する当期純利
益

185

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 0

非支配株主との取引に係る親会
社の持分変動

△0

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

1 1 2 △6 92 89

当期変動額合計 1 1 2 △6 92 38

当期末残高 193 2 195 － 1,672 2,867

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　令和３年10月１日　至　令和４年９月30日）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,210 20 667 △898 999

当期変動額

資本金から剰余金への振替 △1,110 1,110 －

剰余金の配当 △260 △260

親会社株主に帰属する当期純利
益

748 748

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

当期変動額合計 △1,110 1,110 488 △0 488

当期末残高 100 1,130 1,155 △898 1,487

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券評
価差額金

為替換算調整勘定
その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 193 2 195 1,672 2,867

当期変動額

資本金から剰余金への振替 －

剰余金の配当 △260

親会社株主に帰属する当期純利
益

748

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

△4 0 △4 350 346

当期変動額合計 △4 0 △4 350 834

当期末残高 188 2 190 2,023 3,701

当連結会計年度（自　令和４年10月１日　至　令和５年９月30日）
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　令和３年10月１日

　至　令和４年９月30日)

 当連結会計年度
(自　令和４年10月１日

　至　令和５年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 468 1,188

減価償却費及びその他の償却費 127 121

減損損失 14 －

のれん償却額 1 －

解約調整引当金の増減額（△は減少） △497 505

貸倒引当金の増減額（△は減少） 702 659

賞与引当金の増減額（△は減少） △316 333

受取利息及び受取配当金 △1 △2

支払利息 29 28

投資有価証券売却損益（△は益） △99 △462

投資有価証券評価損益（△は益） 0 0

売上債権の増減額（△は増加） △316 △465

リース債権の増減額（△は増加） △350 335

棚卸資産の増減額（△は増加） △136 41

立替金の増減額（△は増加） △67 △87

仕入債務の増減額（△は減少） 569 △13

未払消費税等の増減額（△は減少） △418 579

預り金の増減額（△は減少） 326 △66

その他 △62 95

小計 △26 2,791

利息及び配当金の受取額 1 2

利息の支払額 △29 △28

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △310 △144

過年度法人税等の還付額 － 127

営業活動によるキャッシュ・フロー △365 2,747

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △25 △96

投資有価証券の売却による収入 103 466

有形固定資産の取得による支出 △25 △50

無形固定資産の取得による支出 △43 △31

敷金及び保証金の差入による支出 △152 △38

敷金及び保証金の回収による収入 60 83

その他 △57 △34

投資活動によるキャッシュ・フロー △140 298

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自　令和３年10月１日

　至　令和４年９月30日)

 当連結会計年度
(自　令和４年10月１日

　至　令和５年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,000 △500

長期借入れによる収入 900 2,230

長期借入金の返済による支出 △1,893 △2,378

配当金の支払額 △261 △262

その他 162 14

財務活動によるキャッシュ・フロー △92 △896

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △595 2,150

現金及び現金同等物の期首残高 3,427 2,831

現金及び現金同等物の期末残高 2,831 4,982
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、令和４年12月14日開催の第33期定期株主総会決議に基づき、令和５年２月７日付けで資本金及び資本準

備金の額を減少し、その他資本剰余金に振り替えております。この結果、資本金は1,110百万円減少し、資本剰余

金は1,100百万円増加しております。なお、株主資本合計金額の著しい変動はありません。

（追加情報）

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

　当社及び一部の連結子会社は、当連結会計年度から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行しております。

これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算制度を適用

する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　令和３年８月12日。以下「実務対応報告第

42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告第42号の適用

に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。
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報告セグメント 属するサービスの内容 主要な事業会社

エンベデッド・ファイナ

ンス事業

初期投資ゼロの省エネルギー設備等導入サービス「ネク

シィーズ・ゼロ」の提供、利用者獲得業務及び省エネル

ギー設備等の販売

㈱ネクシィーズグループ

㈱ネクシィーズ

㈱ネクシィーズ・ゼロ

電子メディア事業

電子雑誌の広告掲載及び制作受託

製品・サービスの販売促進、ノウハウや技術の提供、

コンサルティング業務

ウェブメディア運営

タレントを起用した企業PR支援

㈱ブランジスタ

㈱ブランジスタメディア

㈱ブランジスタソリューション

㈱ブランジスタエール

博設技股份有限公司

㈱CrowdLab

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１　報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

　当社は、セグメント商品・サービスの内容の類似性等を考慮して報告セグメントを区分しており、「エ

ンベデッド・ファイナンス事業」「電子メディア事業」の２つを報告セグメントとしております。

　なお、各報告セグメントの事業内容は以下の通りであります。

（注）当社は、当連結会計年度より、収益構造の変化に対応するため、当社グループの事業セグメントの区分方法を見

直し、報告セグメントを従来の「ネクシィーズ・ゼロ事業」「電力小売事業」「電子メディア事業」から、「ネ

クシィーズ・ゼロ事業」「電子メディア事業」に変更しております。

　このため、前連結会計年度のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成して「３　報告セグメ

ントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報」に記載しております。

　また、従来「ネクシィーズ・ゼロ事業」としていた報告セグメントの名称を「エンベデッド・ファイナンス事

業」に変更しております。なお、この報告セグメント名称がセグメント情報に与える影響はありません。また、

前連結会計年度のセグメント情報についても変更後の名称で表示しております。

２　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

　事業セグメントの利益は営業利益をベースとした数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高

は市場実勢価格に基づいております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他 合計
調整額

（注）１、２

連結財務
諸表計上額
（注）３

エンベデッド・
ファイナンス

事業

電子メディア
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 13,494 3,309 16,803 2,410 19,214 － 19,214

セグメント間の内部売上高

又は振替高
64 － 64 － 64 △64 －

計 13,558 3,309 16,868 2,410 19,278 △64 19,214

セグメント利益又は損失

（△）
995 212 1,208 △22 1,185 △803 382

セグメント資産 7,132 2,457 9,590 365 9,955 3,660 13,615

その他の項目

減価償却費 24 29 53 13 66 60 127

減損損失 － － － 14 14 － 14

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額
9 40 50 3 54 16 70

（単位：百万円）

報告セグメント

その他 合計
調整額

（注）１、２

連結財務
諸表計上額
（注）３

エンベデッド・
ファイナンス

事業

電子メディア
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 17,402 4,522 21,924 28 21,953 － 21,953

セグメント間の内部売上高

又は振替高
10 6 17 － 17 △17 －

計 17,413 4,529 21,942 28 21,970 △17 21,953

セグメント利益又は損失

（△）
1,093 578 1,672 △39 1,632 △866 766

セグメント資産 7,756 3,892 11,648 35 11,684 3,761 15,445

その他の項目

減価償却費 31 32 63 0 64 57 121

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額
52 45 97 － 97 14 111

３　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　令和３年10月１日　至　令和４年９月30日）

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△803百万円には、各報告セグメントに配分していない全社収益及

び全社費用が含まれております。

なお、全社収益は、主に連結子会社からの管理業務受託料であり、全社費用は主に報告セグメントに帰属し

ない持株会社運営に係る費用及び各報告セグメントに配分していない人件費等であります。

２．セグメント資産の調整額3,660百万円には全社資産3,663百万円が含まれており、その主なものは親会社での

余資運用資金（現金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当連結会計年度（自　令和４年10月１日　至　令和５年９月30日）

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△866百万円には、各報告セグメントに配分していない全社収益及

び全社費用が含まれております。

なお、全社収益は、主に連結子会社からの管理業務受託料であり、全社費用は主に報告セグメントに帰属し

ない持株会社運営に係る費用及び各報告セグメントに配分していない人件費等であります。

２．セグメント資産の調整額3,761百万円には全社資産3,765百万円が含まれており、その主なものは親会社での

余資運用資金（現金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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前連結会計年度
（自　令和３年10月１日

至　令和４年９月30日）

当連結会計年度
（自　令和４年10月１日

至　令和５年９月30日）

１株当たり純資産額 91.82円 １株当たり純資産額 129.01円

１株当たり当期純利益金額 14.30円 １株当たり当期純利益金額 57.56円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 14.25円 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 －

前連結会計年度
（自　令和３年10月１日

至　令和４年９月30日）

当連結会計年度
（自　令和４年10月１日

至　令和５年９月30日）

１株当たり当期純利益又は当期純損失金額

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 185 748

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益（百万円）
185 748

普通株式の期中平均株式数（株） 13,007,064 13,009,983

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益調整額（百万

円）
－ －

普通株式増加数（株） 46,850 －

（うち新株予約権（株）） (46,850) (－)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益金額の算定に含めなかった潜在

株式の概要

（連結子会社）
株式会社ブランジスタ
第８回新株予約権　500個（普通
株式　50,000株）
上記の新株予約権は、令和４年
１月１日をもって権利行使期間
満了により失効しております。
第１回新株予約権　２個（普通
株式　200株）
第２回新株予約権　1,190個（普
通株式　119,000株）
第３回新株予約権　70個（普通
株式　7,000株）
第６回新株予約権　３個（普通
株式　300株）
第７回新株予約権　3,734個（普
通株式　373,400株）
上記の新株予約権は、令和４年
４月１日をもって権利行使期間
満了により失効しております。

株式会社ネクシィーズ東日本
新株予約権２種類（普通株式　
2,531株）
転換社債型新株予約権付社債　
３種類（普通株式　2,711株）

（連結子会社）
株式会社ネクシィーズ東日本
新株予約権２種類（普通株式　     
2,531株）
転換社債型新株予約権付社債　
３種類（普通株式　2,711株）

（１株当たり情報）

（注）１．当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有する潜在株式が存
在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり
であります。

（注）当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有する潜在株式が存在し
ないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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